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宮沢賢治の「注文の多い料理店」という小説は昔読んで覚えておりますが、「注文をまちがえる

料理店」というのは初めて知りました。2017年頃から各地で企画されている期間限定の料理店

で、そのお店では厨房で料理を作るのはプロの料理人ですが、ホールでの接客はすべて認知症の

方々が従業員として行う試みのようです。 

認知症の方が料理を運んでこられますので、違うものを持ってきたり、運ぶ場所をまちがえた

り、料理の名前を忘れたり、時にはおかしな行動を取ってしまわれるのかもしれません。通常な

ら注文を間違えたり忘れられたりすると、お客さんは不快な思いをされ怒ったり、ひどいと二度

とこの店には来たくないとなるでしょう。私も気の短い方ですから、少し時間がかかってもイラ

イラするくらいです。 

しかしこのお店では、そんな接客になってもお客様はどなたも決して怒らない、そして笑って

許す、そういう心が広くて温かいお客様が、認知症の方々とのコミュニケーションや料理を楽し

むことができる企画のようです。ネットでの動画を見ますと、お客様も従業員も大変にこやかな

表情で、たくさんの笑顔があふれています。 

この企画を発案された方は、認知症に対する誤解を解き、認知症の方々と普通に暮らすことが

できる社会を作りたいという想いから、認知症の方々が働き、働くことを通じて人と接し社会と

つながる機会を提供し始めたそうです。 

そして一生懸命生きようとする人々を応援する社会とか 

寛容さを一般の方々にも理解していただき、それまで持って 

いた認知症に対する考えが変わったとのこと。さらに様々な 

企業が「注文をまちがえる料理店」の趣旨に賛同し、イベン 

トが広がっているようです。 

「注文をまちがえる料理店」の取り組みは、世界最大級の 

クリエイティブ・アワードであるCannes Lionsをはじめ、 

国内外で様々な賞を受賞されているようです。取り組みが社 

会にもたらした影響や、プロジェクト全体の優しいデザイン、 

コミュニケーションのありかたが評価されています。この活 

動が世界中でより広く知られるきっかけとなることを願って 

おられます。紹介する書籍もあります。ご興味あればご一読 

ください。 

 

 

注文をまちがえる料理店 
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日本年金機構が1月から開始している 

オンライン事業所年金情報サービスを使ってみました 

 
毎月２５日ごろに届く年金事務所からの保険料納入告知額・領収済額決定通知書を日本年金機構が 1月から

開始しているオンラインサービスで取得する手続きを申し込み利用開始しました。 

このサービスでは以下の情報や通知書を電子データで受け取ることができます。 

社会保険料額情報 月末に納付する社会保険料の見込み額をお知らせするもの。 

保険料増減内訳書 資格取得届の提出等により、前月と当月の社会保険料に増減があった場合、増減

の要因となった被保険者や標準報酬月額等を確認可能。 

基本保険料算出内訳書 ９月分※の保険料の基礎となる標準報酬月額ごとの被保険者数等を確認可能。 

※毎年７月に提出される算定基礎届が最初に反映される月 

賞与保険料算出内訳書 賞与保険料の内訳を被保険者ごとに確認可能。 

賞与支払届出書の提出があった場合のみ作成。 

被保険者データ 届書作成プログラムで簡単に届書を作成するための事業所と被保険者の情報。 

※届書作成プログラムは日本年金機構がホームページ上で無料提供。 

決定通知書 提出された届書の処理結果を通知するもの。 

※電子申請で行った場合の決定通知書等は対象外。 

 

利用申し込み方法 

 

※利用申し込みから約1か月後マイページに届きました 

このオンラインサービスの３つのメリット 

① 紙の通知書よりも早く受け取り確認が可能 

② 一度申し込みすれば定期的に受信可能 

③ 電子データで受け取れるため、社内システムで取り込み、自社で保守するデータとの突合を行うなど、 

業務の効率化をはかることが可能 

（記事担当：村瀬） 

 

STEP１          STEP２                STEP３ 

 

ＧビスＩＤＧＧGAP ＧビスＩＤＧＧGAP 
利 用 申

込み 
Gビズ IDを取得 e-Govのマイページにログイン 

e-Gov マ イ ペ

ージに届きます 

 
詳しくは   日本年金機構 オンライン事業所年金情報サービス      検索 



 

「先端設備等導入計画」が改正されました！ 

 

「経営力向上計画」が２年間延長されました！ 
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固定資産税が3年間にわたり減免措置が受けられた「先端設備等導入計画」ですが、令和5年4月

の改正により大きく変更となりました。 

 

大きな変更点 

１．固定資産税の減免は、「3年間ゼロに」から「3～５年間1/2に」へと変更されました。 

２．一定率以上の賃上げ方針の表明により「3～５年間1/3に」の選択も可能となりました。 

３．年平均5％以上の投資利益率が見込まれる計画の立案が必要となりました。 

４．「工業会証明書」の添付が不要となりました。 

※別制度「経営力向上計画」の承認には、これからも「工業会証明書」は必要です。 

 

令和5年4月6日現在姫路市役所ではまだ受付できない状況にあり、準備が整い次第受付開始となる

ようです。 

 

 

 

要件の一部が見直され、適用期限が令和７年３月31日まで２年延長されました。 

 

法人税（個人事業主の場合には所得税）について、即時償却又は最大10％（資本金3000万円超の中

小企業者等の税額控除率は７％）の税額控除が選択適用可能となります。 

 

生産性向上設備（Ａ類型）   生産性が旧モデル比年平均1％以上向上する設備 

収益性強化設備（Ｂ類型）   投資収益率5％以上の投資計画に係る設備 

デジタル化設備（Ｃ類型）   可視化、遠隔操作、自動制御化のいずれかに該当する設備 

経営資源集約化設備（Ｄ類型） 修正ＲＯＡまたは有形固定資産回転率が一定割合以上の 

投資計画に係る設備 

 

変更点 

対象設備からコインランドリー業（主要な事業であるものを除く）の用に供する資産で、その管理のお

おむね全部を他の者に委託するものは除外となりました。 

 

主に製造業などで、設備投資をされる際には、ぜひとも早めにご相談ください。 
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嘘のつけない不動産屋さんの話ｗ 
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ドラマにもなった「正直不動産」のマンガを16巻買って、不動産業の裏側？を勉強中！どの業界にも業界

の闇やら裏側があり、それらを表す隠語や略語があるのではと思います。このマンガやドラマを通してその一

端を垣間見るのも勉強になって面白いですね！ 

※決してその業界の方々が、皆さん嘘ついていると言っているわけではありません！その業界の方々に置か

れましては、お気を悪くされないようお願い申し上げます。 

 

【ストーリー】 

営業に必要なこと以外、客に見せも教えもしない。そんな不動産業界に前代未聞の爆弾が、いま炸裂する！

登坂不動産のエース営業マン・永瀬財地は嘘を厭わぬ口八丁で売り上げNO．1を叩き出す凄腕だった。だ

が、とある地鎮祭で石碑を壊して以来、嘘が上手くつけなくなってしまった…！！千三つと言われる海千山千

の不動産業界でかつての成績が一気に低下する中、永瀬は、嘘が上手くつけない正直営業で苦戦するが…！？

不動産屋の裏側を全部ぶっちゃけちゃうニュー・ヒーロー、誕生。 
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